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各   位 
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代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  金  武 祚 

コード番号 ２ ９ ２ ９ （ 東 証 マ ザ ー ズ ） 

問 合 せ 先 総 務 部 部 長  新 谷 義 信 
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投資有価証券評価損投資有価証券評価損投資有価証券評価損投資有価証券評価損のののの計上計上計上計上にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

    

当社は、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落した銘柄について、

平成 23 年７月期第３四半期において減損処理による投資有価証券評価損を特別損失として計上する必

要が生じましたので、お知らせいたします。 

なお、四半期会計期間末における投資有価証券の減損処理につきましては、洗替法を採用しているた

め、平成 23 年７月期の期末決算の時価により、特別損失の額が変動する場合、もしくは特別損失を計

上しない場合があります。 

 

記 

 

１．平成 23 年７月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 

（Ａ）平成 23年７月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 63 百万円  

（Ｂ）平成 22年７月期の純資産の額 

   （Ａ／Ｂ×100） 

2,311 百万円  

（  2.8％）  

（Ｃ）最近５事業年度の経常利益の平均額 

   （Ａ／Ｃ×100） 

40 百万円  

（157.0％）  

（Ｄ）最近５事業年度の当期純利益の平均額 

   （Ａ／Ｄ×100） 

24 百万円  

（263.5％）  

（注）１．当社の第３四半期末は、４月 30日であります。 

   ２．最近に終了した事業年度末の経常利益及び当期純利益の額が 10億円未満のため、 

経常利益及び当期純利益の額は最近５事業年度の平均としております。（赤字の事 

業年度はゼロとして計算しております。） 

   ３．第２四半期累計期間の投資有価証券評価損の計上はありません。 

 

２．今後の見通し  

平成 23 年７月期の通期業績予想に与える影響につきましては、現在精査中であり、確定次第速や

かに公表いたします。 

以上 

 


